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応しい各分野の第一人者の 3名の方にご登壇いた
だきまして、貴重な情報の提供をいただけることに
なっております。非常にお忙しいところ、お時間を
作ってくださった 3名の方にも御礼申し上げます。
それではまずその「育成年代でのヘディング習得

のためのガイドライン」とはなんぞやという話を、
簡単に私の方から一言だけお話をさせていただきま
す。
「ガイドライン」については JFA 日本サッカー

協会のホームページに「育成年代でのヘディング習
得のためのガイドライン　幼児期～アンダー 15」
ということで掲載されています。この「育成年代で
のヘディング習得のためのガイドライン」は「第 1
版」と書いてありまして、これはこの先不変のもの
ではなく、続きがあるんだなと読めます。実際にガ
イドラインには「最初を定めたことで終わりではな
い」という趣旨が記載されています。ここに JFA
技術委員会と書かれておりまして、本日ご登壇頂く
中山雅雄さんは、筑波大学の蹴球部総監督でおられ、
JFAの技術委員会の育成部会長ということで、ガイ

ドライン策定に中心的に関与を頂いた方です。
このヘディングガイドラインの目次を見ますと、

JFA の方針として、「禁止しないのだ」とまず記載
されていまして、ガイドラインの背景には科学的観
点からということで目次が並んでいます。
この点につきまして、まず本日は石堂典秀中京大

学スポーツ科学部教授、スポーツ法学者、ヘディン
グ規制の研究の第一人者から、海外の規制がどう
なっているか、ヘディングをめぐる諸外国での取組
事例をお話いただきます。
続いて先ほどご紹介した中山さんから、ガイドラ

インの解説を頂きます。
それで休憩を取らせていただいた後、株式会社モ

ルテンの部長を務めていらっしゃる椙浦さんから
サッカーボールの国際規格について、FIFA とどう
いう取り組みをされてきたのかと、ボールというの
はどういう基準になっているのかについて普段聞け
ない話をお伺いしたいと思います。ガイドラインで
は、ボールについても触れられています。結びに一
時間、パネルディスカッションを行います。

 1：ヘディングをめぐる諸外国での取組事例
石堂典秀（中京大学スポーツ科学部教授）

石堂：先ほどご紹介いただきました、中京大学で教員
をしております石堂と申します。スポーツ科学部で
法律、スポーツ法学を教えております。本日はどう
ぞよろしくお願いいたします。

今日はサッカー関係者の方が多いとお伺いしてい
ます。やはりヘディング禁止ということについては
いろいろご意見をお持ちの方が多いと思いますが、
今回はどういう流れがあったのかということを私の
方でご紹介しながら、その背景や考え方についてお
話しできればと思います。

発端となりましたアメリカでのヘディング禁止
から、それを受けてのイギリスの流れ、それから
UEFAの調査が行われて、最後にまたちょっと最近
イギリスでも少し動きがありましたので、その辺り
をご紹介させていただきます。

①　アメリカにおけるヘディング禁止の流れ

石堂：ヘディングの問題は、頭部への衝撃の問題と関
わっていると思いますが、脳震盪とはまたちょっと
違う問題だとも言われています。脳震盪の場合は、
ぶつかったり、いろいろ衝撃を受けて頭の内部が揺
れて、障害が表に出てくるということだと思います。
ヘディングによる衝撃の問題は、それが表に現れな
い、いわゆる「蓄積されていく」ことでの影響度が、
どう現れてくるのかが不明で、現在、調査されてい
ます。
頭部衝撃の強いアメフトでは、いわゆるセカンド
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活発になっていきました。それからサッカー選手が
若くして亡くなったということも引き金になりまし
た。この亡くなったパトリック選手の検死をしたお
医者さんは、「彼の脳はボクサーをしていた人の脳
と似ている」と言っています。前頭葉が損傷してい
たということです。このパトリック選手の死亡も、
全米で注目されたようです。
それから一番の影響はやはり、アメフトの脳震盪

訴訟です。「コンカッション」という映画にもなっ
ておりますので、関心のある方は見ていただければ
と思います。アメフトを経験した方が、犯罪を犯し
たり、ＤＶだったり、自殺をしたり、麻薬に溺れて
亡くなっていったり、それから極度な頭痛だったり、
体調不良を訴える方が現れてきた。4500 人の元選
手、引退した選手を含めて、アメリカではクラスア
クションが起こされ、最終的には裁判、和解で落ち
着いた。1兆円を超えるファンドが作られて、その
原資で保険が作られ、引退した選手たちにメディカ
ルチェック、モニタリングをして行くことになりま
した。いわゆるプレー後、引退後の影響がどう現れ
ていくのかを見ていくことが始まっています。後で
ご紹介しますが、イギリスでは亡くなったサッカー
選手の脳を集めて検証することが行われてきていま
す。
アメリカでは、スポーツで脳に衝撃を与えるとい

うことについてのリスクへの関心が親御さんたちの
間に広まってきたということと、ヘディング訴訟は
関係していると思います。この訴訟で、アメリカの
サッカー協会側が勝訴しましたが、そこで出された
10歳以下のヘディング禁止のルールは、何らかの
調査結果に裏付けられたものでもなく、その後の調
査もおこなわれたわけでもないようです。ある意味、
訴訟回避措置としての消極的な対応だったのかもし
れません。そのため、ヘディングが実質危ないのか、
10歳を基準とするということが正しいのかどうな
のか、不明なままといえます。

②　イギリス・スコットランドのガイドライン

石堂：先ほども少し話が出ていましたが、イギリスで
ガイドラインが出されていると言うことですが、実
はイギリスでは、先ほどのアメリカのガイドライン
が 2015 年に出された後に、すぐに着目して、いろ
いろ調査を開始していたという経緯があります。で

インパクト、1回目の脳震盪になり、すぐに 2回目
の脳震盪のような衝撃を受けることの危険性が叫ば
れています。
サッカーも今ルール化されていますけれども、一

定期間を置いて様子を見て、試合に戻るというルー
ルは作られてきています。そういうセカンドインパ
クト症候群が一時期問題になって、アメリカでは立
法化されていったと言う背景があります。ちょう
どそのころアメリカに調査に行き、NFL とか野球
のMLB などもヒアリング調査しました。2013 年、
14 年ぐらいにアメリカに行っています。大学など
でも、脳震盪予防をどうしているのかという話も聞
かせてもらいました。
その当時はまだヘディングの問題についてそんな

にうるさくは言われていませんでしたが、2015 年、
アメリカユースで、ヘディング禁止というルールが
出てきました。その背景は後でお話をしたいと思い
ますが、基本的には 10歳以下のプレイヤーに関し
ては、練習も含めてヘディングをさせないというこ
とです。なおかつ試合でヘディングしたらペナル
ティということで相手方に間接フリーキックが与え
られる。子供達にはヘディングさせないようにとい
う動きが始まりました。11歳以降に関しては、練
習についても 25回という回数制限が設けられまし
た。13歳以降については普通に練習していいとい
うことになっています。
このルールが出来た背景として、メアー事件とい

う裁判があります。2015 年に判決が出ました。7
人のサッカー選手の保護者がアメリカのユースサッ
カー協会などを訴えました。裁判では、親たちは協
会側に対してヘディングによる脳震盪の影響調査と
か、ヘディングを子供の間は減少させるようなルー
ルを求めました。彼らは、結局、ヘディングの問題
点を証拠として何も提示しなかったので、裁判所は
保護者側の訴えは斥けます。協会側が勝ったのです
が、さらにこの保護者側が調査をして、再度裁判を
するというようなことを声明で発表したので、サッ
カー協会側が、先にご紹介したような、ルール化が
始まっていると聞いております。
このメアー事件の背景としては、アメリカの中で

も、サッカーのヘディングによる脳の損傷に関する
調査研究が行われるようになってきていました。こ
れは、アメフトの脳震盪訴訟で、やはり脳へのイ
ンパクトが注目されていたことと時を同じくして、
様々なスポーツ分野でこういった調査研究の動きが
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すからアメリカよりもルールが細かくなってきてい
るという傾向が窺われます。
スコットランドのルールが見やすいので紹介しま

す。アメリカと違って細かな年齢区分がなされてい
ます。それから練習中のルールと試合中のルールと
いう形で決められています。ゲーム形式についても
なるべく少人数で行う。ボールのサイズも規定がさ
れています。低年齢では、アメリカと同じように、
基本的にはヘディングをしないということになって
います。12歳以降は確かにヘディングを認めてい
るのですが、協会側とすると、なるべくヘディング
を導入されないことを希望しますというような言い
方です。できれば他のスキルを優先的にやってはど
うでしょうかというようなことです。ヘディングの
回数制限というのも書かれています。試合に関して
も、なるべく距離の長いヘディングを制限しましょ
う。それから 14歳から 15 歳ではスローインとか
の戦術的なヘディングは、なるべく控えるようにし
ましょうとか、細かな指示が出されています。そう
いう形で、アメリカより細かなルールが作られてい
ます。イギリスでも同じようにサッカー選手が若く
して亡くなっているというのが一つ、大きなきっか
けになっています。
スコットランドのグラスゴー大学での調査結果に

よると、サッカー選手は引退後、認知症の発症率が
一般の人よりも高いそうです。フィールド調査という

調査で、亡くなった一般男性の脳とサッカー選手の
脳を比較するという研究が進められています。プロ
の選手を基準にしていますが、一般男性よりも認知
症で死亡する可能性というのが3.5 倍位高いという
研究結果が出ています。これがたぶん日本でも紹介
されて、ヘディングは危ないのではないかというよう
な議論につながってきているのかなと思われます。
イギリスで亡くなったジェフ・アストル選手を象

徴としてジェフ・アストルファンデーションという
財団が作られました。これは、亡くなった方の脳を
寄付してもらうというもので、財団として設立され
ました。ボールをヘディングし続けたことが脳を損
傷したことが死因なのではないかという検視結果が
出されたことから、その方の名前がファンデーショ
ンのもとになりました。このジェフ・アストル財団
に寄付された脳を、グラスゴー大学のウィリアム・
スチュワート先生が調査をしています。イギリスで
の子供たちのヘディング制限ルールはこのような背
景から作られたということです。

③　UEFA Heading Guidelines

石堂：同じころUEFAでも質の違う調査が行われ、そ
して、UEFAでもガイドラインが出されました。要
点としては 5つぐらいポイントがあります。
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1 つはボールのサイズを考えました。UEFAはヘ
ディングを全面的には禁止していません。柔らかい
ボールを使いましょうとか、ヘディングは可能な限
り練習量は減らしましょうということです。
それから exercise です。首の強化のようなこと

を提案しています。
それから、脳震盪とか、ヘディングしたあと、ど

ういう症状になっているのを指導者、選手がきちん
と理解しておくことが必要だということが言われて
います。

④　UEFA 調査（2020）

石堂：このガイドライン提案の元となった調査が
2020 年に行われています。欧州 8カ国を対象に、
男子・女子それぞれのアンダー 10、12、16 の試
合を録画したものや練習中の映像を見ながら、どれ
くらいヘディングがあったのかを調べました。する
と、試合、練習中においてはほとんどヘディングが
行われていなかったのです。特に危険があるヘディ
ングはあまり見られませんでした。従って、ヘディ
ングを禁止するまでの妥当性は見当たらなかったと
いう結論につながりました。

例えばアンダー 10 で見ると、面白いのですが、
国ごとで戦い方が全然違うのです。試合中、ある
チームはもう全然ヘディングをやらない。一方、ヘ

ディングが頻発しているチームもある。国、チーム
でかなり違いがあるとこの調査で分かったのです。
同じように練習中でも、0から 824回と、かなり違
いが見られる。指導者にもよるかもしれません。戦
略も影響しているかもしれなません。

この調査では、画像を見ていくのですが、意外と
争う場面でのヘディングというのは少なくて、全体
の10％くらいでした。コーナーキックやフリーキッ
クからのヘディングという場面も少なかった。試合
中は、偶発的なヘディングの割合が 60%ともっと
も多く見られました。それからヘディングの距離な
ども調べられています。結構近い距離が多いのです。
そういった調査結果が出されました。
後で椙浦様の方からのご紹介もあると思いますが、

やはりサッカーボールの進化とヘディングとの関係
が連携しているのではないかと。固い、昔のサッ
カーボールから、どんどんいいボールに進化して来
ていますので、プレイヤーとしてもヘディングしや
すい環境に変わってきたのです。ヘディングという
のは 20世紀後半あたりから頻発するようになった、
戦略的にも使われるようになったと言われています。

⑤　まとめ

石堂：ヘディングして、どういう衝撃で、どういう障害
が生まれるかというのは、結局脳を開いてみないと分
からないというのが現状です。結局、現状では科学的
に証明は難しいのではないかと私は思っています。研
究としては、MRIを使って脳の構造の変化を見たりし
ます。しかし、あまり変化は見られません。それから、
マーカーを使って損傷部分を探していきます。
さらには、認知機能の検査です。練習後のインタ

ビューを用いた認識テストで、ヘディングをした選
手の記憶障害が報告されていたりもします。ただ 1
週間ぐらいすると、その記憶障害というのは回復し
ています。そのあたり、安全なのか安全じゃないの
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かと言うことも、まだ分かっていません。
さらに言うと、子供達を対象とした

調査が今の時代なかなかできませんので、
子どもたちのヘディングの影響をどう
やって調べるのかが、これからの課題です。
危険が科学的に証明されないから安全

なのかというと、そうとも言えません。
先ほどのグラスゴー大学の認知症の報告
例があるように、完全に安全だとも言え
ないのです。結局不安が煽られてしまう
という問題もあるかもしれません。
アメフトでは、アメリカの親たちは、

脳震盪に対してかなり神経を尖らせて
いる。なるべくアメフトはさせたくないという親が
増えてきています。アメフトについては、タックル
をやめましょうというようなルールが、出てきてい
ます。しかし、実際にはタックルをする割合とタッ
クルをしない割合が、まだ半々ぐらいの割合です。
タックル禁止法のようなものが、幾つかの州ではで
きているという状況があります。そういう意味では、
サッカーとはまたちょっと状況が違うと思いますけ
れど、ヘディングに対する脳震盪のリスクというの
が広がっていくと、同じような状況が生まれる可能
性があるという気がしています。
イギリスでは最近議会でもこの問題が取り上げら

れており、先ほどご紹介したウィリアムス先生など
には、議員の方から厳しい質問が飛んできました。
証明できるのかと言われると、科学的には証明でき
ない。けれども、実際はボクシングと同じなんだと
いうことを言っている。
今年の 7月には、プロに関してもヘディングの

ガイドラインが出てきました。1週間に 10回程度、
特にロングパスのような長距離のヘディングについ
ての回数の制限をしましょうということです。アマ
チュアの大人についても同じルール、ガイドライン
が出されています。
イギリスの、リヴァプールとかマンチェスターの

プロ選手たちの練習とか、試合を見ながらヘディン
グ総数と衝撃度を調査してきました。すると、ラグ
ビーとかボクシングでの平均的な衝撃値に匹敵して
いるという結果が出て、まあやはりヘディングの練
習はちょっと控えた方がいいのではないかという流
れになってきているのが現状です。
私からは以上です。どうもありがとうございました。

関：ありがとうございました。石堂先生、一点、頭の
整理のための確認の質問ですが、結局、アメリカの
サッカー協会の現在のルールとしては、ヘディング
は練習、試合ともに、10歳以下は禁止されている
ということですか。

石堂：はい。ただ、現場に行かないのでわかりません
が、これは多分推奨しているだけなのではと考えて
います。先ほど申し上げたように、協会側は裁判で
負けていませんので、積極的にこれに取り組んでい
ない可能性もあります。ガイドラインの実施状況に
ついて何度か協会にコンタクトしてみましたが、返
事がないので、あまり積極的ではないかなと想像し
ています。

関：イギリス、スコットランドのガイドライン、
2020 年のガイドライン改定のところを見ますと、
11歳以下は練習、試合ともに原則ヘディング禁止
ということになるのでしょうか。

石堂：そうですね。

関：はい。分かりました。18歳以下は段階的に制限
を解除して行く、そういうルールですね。

石堂：はい。

関：分かりました、ありがとうございます。ご質問等
については、後ほどのパネルの時間でまとめて取り
上げたいと思いますので、次にまいりたいと思いま
す。
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2：「育成年代でのヘディング習得のためのガイドライン」解説
中山雅雄（JFA技術委員会育成部会長・筑波大学蹴球部総監督）

関：次は、日本サッカー協会「育成年代での ヘディン
グ習得のためのガイドライン」の作成に中心的に関
わられました中山雅雄さん に、お伺いします。日本
サッカー協会の技術委員会副部会長ということで、
このガイドラインを公表する前の作成経緯や、策定
後に受けた反応等についてお話しいただければと思
います。では、ガイドラインの解説について、中山
さん、お願い申し上げます。

中山：日本サッカー協会の中山と申します。どうぞよ
ろしくお願いします。
さっそく JFAのヘディングのガイドラインについ

て、説明させていただきます。また、深掘りは後ほ
どパネルのところでいろいろされると思いますので、
限られた時間の中で話せることをしっかり探して行
きたいと思います。

①　ガイドラインにみる JFA の方針
 「禁止ではなく、正しく恐れる」

中山：先ほど関さんからも紹介いただきましたが、
JFAのホームページの中を探していただくと、この
ガイドラインの PDF が出てきます。JFA のホーム
ページは意外と難しくて、深いところに行かないと
出てこないという弱点もありますが、機会があれば
ぜひ見ていただきたいと思います。そのガイドライ
ンの中にどんなことが書いてあるかということを簡
単に紹介させていただきたいと思います。
今回ガイドラインで出した JFA の方針は、「禁

止」ではなく、「正しく恐れ、より適切な方法による
ヘディングの習得を目指しましょう」ということで
す。とにかく危ないから、いろんなことが起きてい
るから、もう子供たちのヘディングは禁止としてい
くというものではありません。ヘディングは、サッ
カーの大事な文化です。簡単に禁止するというより
は、しっかりとより適切な方法によって正しくヘディ
ングの技術を習得していくことをまず大事にした方
がいいのではないか。今も石堂先生の方からありま
したように、リスクがあるぞという指摘が出てきた
中で、ゼロリスクではないんだということへの指導

者の感度をしっかりと上げていくということがすご
く大切だということで、このガイドラインを作って
います。

②　ヘディングに関するリスク

中山：ヘディングに関するリスクが色々言われていま
す。一番の問題であろうと考えているのが、ボール
の衝撃が脳機能に与える影響ということです。これ
は、一回のボールが頭に当たるという衝撃に関して
は、それほど大きな衝撃がなく、リスクが小さいだ
ろうと今の段階では考えられています。しかし、そ
れを積み重ねていくことによって、非常に重大な障
害につながっていく。これが、スコットランドの研
究の一つの主張だと認識をしています。これはしっ
かり考えなければいけない。
あとは、脳震盪。これも、ボールが直接当たるこ

とによって脳震盪が起こる可能性は非常に小さいだ
ろうと言われていますが、これもゼロではない。以
下、ヘディングでの相手との接触による頭部、顔面
への衝撃、ジャンプヘッド後の地面への頭部の強打
みたいなこと。これらよっても脳震盪が起こる可能
性があります。ボールが頭に当たるというヘディン
グの技術と脳の障害が直接的に関係あるだけではな
くて、そのヘディングという技術を発揮することに
よって起こる、さまざまな頭部へのダメージが、非
常に大きな障害を及ぼす可能性、そのリスクも非常
に高いだろうと考えています。
そのリスクもしっかりと低減して行くこと、ボー

ルが頭に当たることの危険度だけではなく、ヘディ
ングしようとすることによって起こりうる様々なリ
スクを低減していくことが非常に大事です。そのた
めに何を考えなければいけないかというと、ヘディ
ング技術を正しく習得し、正しく遂行できる、ある
いはコーディネーションをしっかりと高めておくこ
とがすごく大事だと我々は考えています。
このガイドラインをどのように検討してきたかという

と、お医者さん、スポーツの科学者、バイメカの科学者、
サッカーの現場のコーチ達とがディスカッションを重ね
ながら、このプロジェクトをスタートしてきています。
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③　ヘディングに関する
 ガイドライン策定への動き

中山：JFA の中でこのプロジェクトが本格的にスター
トしたのは、2020 年の 5月からです。イングラン
ドが FAガイドラインを出したのが、多分 2020 年
の 3月くらいだったと思います。それくらいのとこ
ろで、日本の中でも、なんかサッカーのヘディング
は危ないんじゃないかということが、問題として上
がってきた。
2020年の 3月以降、JFAに対しても、「日本サッ

カー協会はヘディングを禁止しないのですか」とい
う問い合わせが結構出てきました。JFA の中でも、
ある程度指針を出していかなければいけないだろう
ということで、プロジェクトを形成して本格的に検
討を始めました。
どんなことをやってきたかというと、いろいろな

論文が出ていますので、それをそれぞれの専門の先
生方を中心にレビューしていただいた。そこで、ど
んなことが分かっているのかということを確認する
作業と、サッカーの技術的観点に関する調査という
ことで、JFAアカデミーの選手たちにインタビュー
をしました。私も、自分が勤めている大学のサッ
カー選手にヘディングを実際にやってもらい、動作
を見ることから始めました。ヘディングは技術の観
点からどうなっているかを調査しました。そこで
ちょっと愕然としたのは、大学生のサッカー選手で
も、いわゆる基本的なヘディングの技術があまり身
についてないという選手が結構いたということです。
大人になってからヘディングが上手になるのは結構
難しいだろうなと個人的にはすごく感じました。
あとはバイオメカニクスの観点から、いろんな

データが取られています。実際にボールが頭に当た
ることによってどんな衝撃が起きるかということに
ついても検討しました。
さらに、かつての日本代表選手の中で、特にヘ

ディングが得意だった男女の選手に直接インタ
ビューさせていただいて、ヘディングについて、あ
るいは今の状況について、ちょっとデリケートな話
もあるんですけれど、話を聞かせていただきました。
いずれにしてもこれを第一版ということで出してい
ますが、多分これからいろいろな科学的研究という
ものが継続されていくと思いますので、そういった
ものをしっかりとフォローしながら、もし重大な問

題があるということであれば、また考え方を変えて
いく必要もあると思っています。
今の段階で言うと、何度も繰り返しますけれども、

「検証が難しい」ということで、ヘディングを禁止
にするということの明確な根拠が見つけられないだ
ろうということです。ただ、繰り返しのヘディング
はやはり危ないぞということで、禁止まではいかな
いけども、何らかの制限は必要ではないかというこ
とです。これは、このプロジェクトを始める段階の
ところで、脳外科の先生たちとの話の中では、もう
その方向でということです。禁止まではしなくても、
何らかの制限は必要だろうということで検討を始め
ています。
さらに検討段階で言われたのは、直接ヘディング

しないでヘディングが上手になるようなガイドライ
ンというのを、技術の観点で作ってくれたら一番い
いのではないかという話もありました。そういった
意味を含めて、比較的コーディネーションを大事に
するとか、軽いボールを使いましょうとかいうこと
は、もう最初の方から検討をしてきたところです。
バイメカの先生方からも、人形とかモデルを使っ

た自動車事故の衝突実験に比べると、頭にボールが
当たる衝撃は全然小さいものだと言われています。
先ほども少しお話ししましたが、直接ボールに頭

に当たることよりも、それ以外での、頭同士の衝突
など頭に大きな力、衝撃が加わることが多い。それ
によって重大な問題が起きているということは明ら
かになっているので、ここはやはり解決して行く必
要があると思っています。

④　正しいヘディングの練習とは

中山：先ほど、大学生でもなかなか上手にヘディング
できないと話しましたが、ヘディングするタイミン
グが悪かったりとか、サッカーが専門ではない大学
生の体育の授業などでも、ヘディングはあまり練習
したことがない子は、闇雲にボールに頭だけ突っ込
んで、頭を出していく。外から見ていてヒヤッとす
るような傾向があります。そういう瞬間を見ると、
これは禁止した方が良いのかもしれないですが。し
かし、やはり何らかの形でしっかりとヘディングと
はこうやるんだよという技術を教えていくことの方
が、すごく大事だとは感じています。
具体的にはどんな練習して行くんだというような
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ことで、まとめた表です。
ヘディングの練習の必要性ということは、イング

ランドなどでも同じだとのですが、小学校に上がる
ぐらいまでは、ヘディングだけを練習する必要は全
くない。小学校の低学年ぐらいから徐々に始めて、
アンダー 12、小学校高学年くらいからは少し入っ
て練習して行く必要があるのではないかと考えてい
ます。
まだ体に充分に筋力も付いて無い子どもたちが、

必要以上にたくさんヘディングを繰り返すというこ
とは、常識的に考えて必要ないことだと思うし、体
に良くないだろうということは想像が付くと思いま
す。
それぞれの年代での試合の様子を見ても、12歳

の子どもたちが行う 8人制の試合、全日本の大会と
かを実際映像で見ても、1試合に数回ヘディングす
るかしないか。ほとんどの選手が試合を通して一回
のヘディングもしないというぐらいの感じです。
小学校低学年とか中学年は、JFAはスモールサイ

ズゲームという少人数制サッカーを推奨しています。
そういった中で、意図的にボールが空中に行くこと
がほとんどない中で、ヘディングをする機会という
のは無いということが分かった。だから、ヘディン
グの練習そのものを、小さい時からやる必要はない
だろうと思います。
ヘディングそのものの練習はしないのですが、ヘ

ディングに関わる動き作りだとか、コーディネー
ションを高めるための課題というのは、ソフトサッ
カーボールなどを使いながら、どんどん小さいとき
からやっていいのではないか。特にキャッチボール
なんかは、非常に有効な運動課題だと思っている。
こういうのは小さい時からやっておいた方がいいと
考えています。

代表選手のインタビューを聞いていると、女子の
選手などは、小さいとき自分は野球とかソフトボー
ルとかそんなことやっていたので、それが私の武器
になりましたみたいな話をしてくれていました。そ
ういった、小さいときに空中にあるボールに体を合
わせていくというような課題をたくさんこなすとい
うことは、ヘディングが上手になるという上での基
礎的な能力としては非常に重要なのだろうと思いま
す。まずヘディングのフォームのチェックや、ペン
デルボール（ボールを吊り下げたもの）を使ったヘ
ディングの練習は意外と子どもたちも喜んでやるの
で、うまく使って行ったらいいかなと思っています。
では実際に 1週間に何回ぐらいという数字を並

べていますけれど、これもいろいろな人にこの数字
の根拠はとか、エビデンスだとかと、よく言われる
んですが、これはなかなか本当に難しいです。言い
たいことは、めちゃくちゃたくさんやる必要はない
し、どっちかというと制限してやりましょうと捉え
ていただけたらいいと思といます。5回が 6回じゃ
ダメなのか、7回じゃダメなのか、3回の方がいい
んじゃないですかと言われても、そこはもう全く根
拠がないので。目安という形で、制限をした方がい
いですよ、制限しましょうよというのが、この回数、
数字になって表れると理解していただけたらいいで
す。
日本は幸いにして、100 均のレベルでいろいろ

なボールが入手できます。もちろんモルテンさんと
か、いろんなタイプの正式なボールもたくさん発売
されています。軽いボール、柔らかいボール、素材
も色々たくさんあって、その中でも軽量ボールをう
まく使いながら、コーディネーションを高めるため
のエクササイズを小さいときからどんどんやるほう
がいいのではないかと思っています。
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これは、実際に JFA の夢フィールドに近くの子
どもたちが来てくれて、自分で好きなお気に入りの
ボールを使いながら、ちょっと頭のところでボール
触ってみようとか、ちょっと投げたボールを頭のヘ
ディング、額でボールを捉えてみようよとか、そん
なようなことをしているところです。どんなボール
を使うと子どもたちが楽しくできるのかをいろいろ
試した実験というか、子どもたちの様子を観察して
いるところです。
写真の 1番下は、先ほどお話ししたペンデルボー

ルです。これはボールをネットの中に入れて、器具
にぶら下げて、ヘディングやりなさいと言うと、子
どもたちは本当に楽しそうですね。対面でボール投
げてヘディングさせるとなかなかタイミングが悪い
のですが、これでやると、慣れてくるとヘディング
の基本的ないいタイミングで、いいフォームで、い
いところに当たるところを、子供たちはあっという
間につかむということが、良く分かりました。ペン
デルボールは夢フィールドにもないのですが、ここ
にもある方がいのではないかという話はしました。

⑤　ガイドラインの浸透に向けて

中山：これで私の話はほとんど終わりですが、アペン
ディックス、付録です。

ガイドラインを出 したときに、小さいときは風船
を使うといいですよと言うと、風船が一人歩きし
て、風船でヘディングの練習するんだとなってしま
う。ちょっと本質が違うところに行っているぞ、み
たいな事がありました。しかし、そういった形で何
かキーになる、目につく言葉というか道具というか、
そういったものをうまく使うことによって、人の関
心を得ることが出来るのかなというところもありま
す。
これは後でパネルのところで話が出てくるかもし

れないですが、ガイドラインはどれくらい浸透して
るのだと言われた時には、或いは JFAとしてこのガ
イドラインをどれくらい本気になって広めようとし
てるのだと言った時には、正直、充分に啓発活動と
いうのは行き届いていないと思っています。なんと
か多くの人に関心を持ってもらいながら進めていく
ことが、とても大事だと思っています。
これも最初に発表した時に、メディアの方にも

色々質問していただいたのですが、危険、リスクが
あるんだからやっぱり禁止するときちんと打ち出し
た方がいいのではないかという指摘を受けることが
多かったです。ただ、我々としては、このガイドラ
インを検討した当初から、禁止ではなくて制限をす
べきだろう、脳外科の先生たちが、そういう方向性
でという話をしていただいたこともあり、禁止とい
うのは JFAの中では最初から正直あまり考えていま
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せんでした。
JFAはサッカーをやっている人たちの集まりなの

で、サッカーの中でヘディングを禁止するというの
ではない方法で行こうというところが、このガイド
ラインを作ったスタートのところから一貫した我々
の方針になっています。

⑥　エビデンスについて

中山：あと、いろいろな根拠とエビデンスをしっかり
出しなさいと言われるのですが、ヘディングの衝撃
がどれくらい大きいのかを科学的に証明するのはな
かなか難しいです。人体実験で、ヘディングをばん
ばん頭に当ててデータを取るということは、もちろ
んできるわけもなく、いろいろなモデルを使ったり
とか、あるいはいろいろな計算をしたりとか、ある
いはマウスピースをかませて、そこに実際にボール
を当ててみたいなことをやったりしていますけれど
も、根拠とかエビデンスを示せと言われた時に、非
常に難しいというのを、改めてこのガイドラインを
作る中で感じているところです。
根拠とかエビデンスだとか言っている中で、さま

ざまな論文が提出されて来ています。その論文を見
ると、ヘディングが危ない、危険だということを主
張するような論文というのも当然たくさんあります。
論文は当然研究なので、そのデータは尊重されます
けれども、論文自体の妥当性というか、その辺を慎
重に見ていかなければいけないような論文も多いと
も感じているところです。

⑦　むすびに ～正しく恐れ、理解を高める

中山：とは言え、実際にヘディングに起因すると言わ
れている疾病も起こっているという報告も、現実に
出てきています。そういったこともしっかりと受け
止めながら、我々としては今の段階では「正しく恐
れ」ながら、のんきにヘディングやっていればい
いっていうものじゃないぞということを、特に育成
期の子供たちを指導している指導者の方々には、そ
の辺の理解をしっかりと高めてもらうということが
大事だと考えています。
サッカーでも、ヘディングだけではなくて、いろ

いろなリスクは当然あると思います。脳震盪もそう
ですし、あと心震盪、胸にボールが当たって心停
止が起こるというようなことというのもあります。
NHK で放送もあったと思うのですが、フットサル
の現場で起こっていて、そのときはAEDをうまく
使って救急処置をちゃんとして、大事に至らなかっ
たというようなことがありました。救命の講習会と
かでも使っている映像ですが、そういったことも起
こりますので、指導者がヘディングは安全だという
ことではなくて、やはりある程度のリスクがあると
いうことを前提としながらしっかりと指導していっ
てほしい。そういったことがすごく大事になってく
るのではないかと思っています。我々としても選手
の安全が脅かされるような状況をつくらないように、
しっかりと環境をつくっていくことが大事ではない
かと思っています。

関：中山さんから、サッカー協会としてガイドライン
をお作りになられた経緯等をご説明賜りました。ど
うもありがとうございました。

3：サッカーボールの国際規格ー FIFA との取組み
椙浦 正俊（株式会社モルテン スポーツ事業本部マーケティング統括部統括部長）

関：次はボールの観点から。株式会社モルテンの椙浦
さんにご解説をいただきたいと思います。ヘディン
グガイドラインの中でも、6項にゲーム環境と推奨
ボール等の紹介という話が出てきます。我々サッ
カーをやっている者であっても、ボールがどのよう
な規格になっているのか、規格はどういう要素で構

成されているのか、それらがどういうふうにしてそ
の規格になっていったのかというところについては、
あまり知らない方がほとんどではないかと思います。
今日は詳しくご説明を頂戴したいと思います。椙浦
さん、よろしくお願いいたします。
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椙浦：はい、ありがとうございます。株式会社モルテ
ンの椙浦と申します。本日はサッカーボールの国際
公認規格、あるいは製法といったものについてご説
明をさせていただきたいと思います。まず今、写真
をお見せしていますが、これは国際サッカー連盟、
FIFA が運営している、チューリッヒにある世界サッ
カーミュージアムというところで撮った写真なんで
すが、サッカーボールの画です。サッカーボールと
言いましても、布にこういった形でテープを巻いた
ものだったりとか、まあ形状もこれなんか縦長に
なっていたり、サッカーボールと呼んでよいものか
というところはあります。
サッカーは「世界の言語」と言われるように、国

をまたいで、というか、世界中で行われているス
ポーツですので、それを統括する FIFA としても、
サッカーボールの国際規格を設けています。FIFA
の中には、ボールの品質プログラムというものがあ
りまして、これは 1996 年に出来たもので、ちょう
ど今年で 25年になります。
そしてフットボールの規則に関わることについて、

少し言及したいと思います。
サッカーの審判資格などをお持ちの方などは、競

技規則の左上に IFAB と書いてあるのをご存じで
しょう。これは IFAB という機関のことで、この
世界サッカー評議会というところが、フットボー
ルの規則や重要事項を定めています。この IFAB は、
FIFA とイギリス、英国の 4サッカー協会、すなわ
ち、イングランドサッカー協会、ウェールズサッ
カー協会、スコットランドサッカー協会、そして北
アイルランドサッカー協会。この 4協会が集まって、
IFAB という組織を構築して、フットボールのルー
ルを作っている。
そして FIFA の中には、ボールについての「技術

委員会」を設けております。その中には当然、FIFA
内部の技術部の方だったり、あるいはテスト機関
だったり、我々のようなボールメーカーだったり、
大陸連盟のメンバーなどが所属していて、ボールの
ありようを討議して、IFAB に対して提言を行うと
いう活動をしています。
私 も こ の、TAG と 呼 ば れ る「Technical 

Advisory Group」 の中で、ボールについての審議
を行っています。この中には、後ほどご説明する
ユースフットボールプレーヤーのボールについての
事項もある。最近で言えば、環境負荷低減に対して
どういうことができるかというようなことを審議し

ています。FIFA では 10 月に FIFA カンファレン
スといって、いろんな議題について、本来であれば、
チューリッヒの本部で議論したりするんですが、去
年、今年に関してはオンラインで、テーマごとに打
合せを行っています。
そして、ボールの国際公認についてお話をして行

きたいと思います。サッカーボールを見ていただけ
ますと、こういった形で「FIFA クオリティ」、ある
いは「クオリティプロ」というマークがついている
ものがあります。これは、Jリーグもそうなんです
が、国際試合などではこのような国際公認マークが
付いているものを使用しなければならないと定めら
れています。
この国際規格はどういうことから成り立っている

かということなんですけど、7つのテストに合格し
た物にこの国際規格、国際公認というものが認めら
れています。わかりやすいところで行くと「円周」
ですね。あとは球技なので、「真球に近い丸さ」と
いうこと。
そして 3つ目はリバウンド、跳ね返りです。こ

れもそれぞれテスト基準があって、跳ね返りなどは
2mの高さからボールを落として、そして（跳ね返
りが）135 センチから 155 センチの間と定められ
ています。通常は 20℃で実施しますが、やはり寒
くなると跳ね返りが低くなるので、5℃の気温の状
態を想定したテストも近年導入されています。
4点目と 5点目が、今日のヘディングのトピック

にも大きく関わってくるかなと思っています。やは
り衝撃というのは「重さ」と「スピード」が影響し
ますので、「重量」と「吸水」による重量増加がヘ
ディングとの関係としては大きい。5号球であれば
420g から 445g、これは厳しい基準で、先ほど私
が申し上げました「クオリティプロ」という、より
厳格な規格ですとこの 25g の中。そしてもう少し
緩やかな規格でいうと、410g から 450g という重
量が設けられています。日本では、13 歳以上、中
学生以上のプレイヤーは 5号球でプレーするのです
が、サッカーボールの重量はおよそ 430g ぐらいだ
と覚えておいていただけるとよろしいと思います。
また、吸水性ですが、これも元々の重量の 10%

まで増えてよい、ということがこの FIFA の品質基
準では定められた。2015 年ぐらいまでは、緩や
かな規格ですと吸水率も 15%まで増えてよい規格
だったのですが、近年、ボールの性能が向上したと
いうことと、安全性を考慮して緩やかな基準でも吸
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水量は 10%までと定めています。
あとは「圧力の低下」と「形状サイズの保持」と

いうこの 7つの項目で国際基準は成り立っています。

今、テストは単純に重量を測ったり、或いは吸水
性というものは桶のようなものに水を入れて、そこ
に圧縮して水を吸う、吸わないというところを測
る。丸さでいいますと、16 カ所、このような機械
を用いて計測しています。先程の 7つのテストをま
とめたものがこのようになるんですけど、先ほど少
し触れましたとおり、重量、5号球で行くと、より
厳しい基準ですと 420g から 445g、そして緩やか
なもので 410g から 450g。ユースプレイヤーです
と、日本では小学生年代ですと 4号球を使うんです
が、4号球ですと重量は 350g から 390g ぐらいの
重量。それで、吸水率に関しては、いずれも 10%
までという形で定められています。

次に、ヘディングガイドラインとの関係で、「若
年プレイヤーとボールの関係」という点を説明した
いと思います。JFAが発行しているヘディングガイ
ドラインのアペディクス（付録）にのっているんで
すけど、FIFA としてユースフットボール年代に応
じたボールの推奨も行っています。先ほど、イング
ランドフットボール協会のヘディングガイドライン
の発行が 2020 年ということを中山先生からもご説
明いただきましたけれど、我々このボール部会に関
わるメンバーたちは、だいたい 2009 年とか 10年

ぐらいから、各国で年代別にどういうボールを使っ
ているかというのを調査して、このような形で通常
の 5号球に至る行程といったものをまとめました。
ここはもちろん、ヘディングの安全性といった観

点もそうですし、やはり人種によって成長の度合い
が違ったり、あるいはその文化的な背景とかもあっ
て、2種類のボール工程を組みました。私も部会で、
アジア人は欧米の子供達に比べて、成長が少し遅
かった、あるいは日本なども中学生までは 4号球を
使うということは永らくやってきたので、大きくて
軽いボールというよりは、小さいボールから徐々に、
大きいボールを使っていく方が、技術習得場も自然
なんじゃないかというようなことをコメントした記
憶があります。
ドイツなどは、例えば 11 歳ぐらいの場合には、

軽量 4号を使ったり、これは通常の 4号ですけど、
場合によって軽量 5号を使うという国なども欧州に
はある。この軽量 5号の重量が 2種類あって、軽
い軽量 5号より少し通常の 5号に近い軽量という形。
サイズは大人のもので、重量をより軽いものから重
たいものに変えて、というような形をとっている国
もあれば、日本のように、一年生あるいは幼稚園で
言う年長さんで入ってから、小学校を卒業するまで
は 4号球を使っているという国もある。さすがに幼
稚園生ですと身長 100 センチも無いですし、小学
校 6年生ともなると、大きな子が 160 センチ、場
合によって 170センチ近い子もいたりしますので、
すべて同じものを使うというよりは、成長に従って
適切なサイズのものを使うということを FIFA とし
ても推奨はしています。ただし、これは各国協会に
任されているので、強制ではないということも合わ
せて記載されています。
これも先ほど石堂先生もご紹介いただきました、

イングランド協会のヘディングガイドラインですね。
その中には、日本のガイドラインの 6項にもボー
ルの適切なサイズといったことも記されていますが、
8歳ぐらいまでは 3号球がいいんじゃないかという
ことも記載されています。
あとは、衝撃テスト。これは FIFA の我々の部会

でも報告は受けています。今もシェフィールド大学
での研究も行っていますし、ドイツにある大学の研
究でも、ヘディングの衝撃を研究されている方がい
らっしゃいます。我々も会議の場で共有しています。
ですので、通常の 5号球のサイズのものよりは、4
号球だったり 5号球の軽量の方が衝撃度は少ないと
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いうような報告もなされています。では、どれくら
いの程度だというのは継続した研究課題にはなって
います。
これも研究の一例ですが、サイズと重量とヘディ

ングの衝撃の関係といった形で論文を作られてる方
もいらっしゃいます。
で、今申し上げたことがサイズですが、先ほどの

石堂先生の資料の中でも、茶色一色の表面に縫い糸
が見えているようなレーシングタイプという、昔の
ラグビーボールのような形状ですけど、こういった
ボールと、現在のボール。見ていただいたと思い
ますが、ボールも作り方がかなり異なりますので、
サッカーボールの作り方、製法、これの種類をご紹
介したい。
一般的には永らくはずっと縫いボールでした。

サッカーボールは手で縫って作っていました。よ
くサッカーボールを見ていただくと、「メイド・イ
ン・パキスタン」だとか、原産地が書いてあるもの
が多かったりする。それは、もともとイギリスの
軍隊が駐屯していてサッカーをする。でそれを修繕
するというところから、パキスタンという国でサッ
カーボールの修繕とか、あるいは生産が盛んになっ
た。で、多くのサッカーボールはパキスタン製。実
際、パキスタンの中でもシャルコットという町で作
られている。日本で言うと例えばメガネは、福井県
の鯖江市で作られているものが多い。といったよう
にパキスタンの一地域では、サッカーボール作りと
いうのがその地域の産業になっている。永らくその
地域の産業として発達してきました。
ワールドカップの歴史でいいますと、2002 年の

ワールドカップ、日韓共催大会までは手縫いのタイ
プのボールが使われていました。ちなみに、1982
年の大会までが天然皮革。牛の革を縫い合わせたも
ので、86年メキシコ大会以降が合成皮革。ポリウ
レタンで作られたサッカーボールになっています。

近年増えてきているのが、熱接合というタイプの
ボール。これは、ボールのパネルと呼んでいるんで
すが、五角形や六角形、あるいは近年ではそういっ
た多角形にとらわれない形状のものを、熱と接着剤
で接合したタイプのボールが使われています。
近年の国際大会、あるいは各国のトップリーグ、

我々も例えば、UEFA や AFC に提供しているボー
ルあるいは、日本国内では Jリーグや JFAの主催大
会で使っていただいているボールのほとんどは、こ
の熱接合というタイプのボールになります。

この伝統的な手縫いボールですが、中身の方はあ
まりご覧いただいたことがないと思うんですが、き
わめてシンプルな構造です。この五角形、六角形の
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パネルと呼んでいる、合成皮革、人工皮革と、中の
チューブ、これは合成ゴムや天然ゴムを使っていま
す。それと縫い糸を用いて球体を作っていくという
のが、昔ながらのサッカーボールの製法です。

このボールですと、先ほどお話をした「吸水率」
に関して、この縫い目と縫い目の間から水を吸うん
です。日本は特に梅雨時期、あるいは冬の寒い時期
などは、一旦、こういうところ吸水すると、なかな
か蒸発しなくて、ボールが重い状態でプレーをする
とことがある。あるいはそういったことが変形の原
因にもなるので、プレーの品質を保つという意味で
も問題はあります。

このボールの構造ですが、縫ってある所はこう
いった形で二重に重なっているので、サッカーをさ
れている方は経験があると思うんですけど、例えば
ヘディングをした時に痛いなんて言う時は、こうい
うところで当たると 2枚重なった部分がヘディング
をするので、結構、衝撃としては大きい。
これに対して近年出ている「熱接合」のタイプと

いうのは、この縫い目の部分がありませんので、そ
ういった硬さの違いというものがまずない。という
ことと、手縫い時代は、職人さんが 1つずつ手で縫
い合わせて作って、まあだいたい 1個に 3時間ぐら
いかかったりするんですけど、そういったことがな
くて、機械で作るので、丸さとしての真球度も高い。
もう一点申し上げるとすると、サッカーの試合で

は、国際試合では 9球、そして J リーグの試合な
どでは 7球を、1試合で使うんです。これはマルチ
ボールシステムで、なるべくインプレーの時間を長
くするということで、複数のボールを使っています。
手縫いのボールですと、例えば重量も先ほどご説明
したように、FIFA の規格でも、緩やかなものです
と 30g、40g の差があるので、重量が違うと当然プ
レーにも影響が出てくる。ですが、機械で作るので、
この重量だったりサイズだったりっていう所の誤差

が手縫いに比べると極端に小さい。こういうことが
ボールの性能の向上につながっています。
このように、IFAB も謳っているとおり、安全か

つ公平・公正という観点で、やはりボールも近年発
展してきたといえます。
先ほどのものを少し簡単に図示すると、手縫いと

いうのはこの部分を二枚重ねて縫い合わせています。
そして最近の熱接合のボールは、熱で着けているの
で、二重に重なっているように見えるんですけど、
厚み的には 1枚のパネルと同じという成形方法。
私もサッカーを 30年程やっていますが、プレー

しているだけですと、なかなかボールの特徴とかそ
ういったことに普段気づかないことも多い。しかし
ながら、作っている立場からすると、やはりサッ
カーというスポーツの特性に合わせて、ボールも発
展させているといえます。
非常に簡単ではあるんですけど、今日は、この

ボールの国際公認企画と製法というものを、簡単に
ご説明させていただきました。どうもありがとうご
ざいました。

関：誠にありがとうございました。普段お伺いするこ
とのできない専門的かつ貴重なお話でございました。
ところで、「手縫い」のボールの方が非常に丁寧

に作っていらっしゃるというイメージがあったので
すが、「硬さ」「重さ」「衝撃度」といった観点でい
うと、手縫いのボールはどうなのでしょうか。

椙浦：熱接合、手縫いという単純比較では、なかなか
衝撃値の違いはないんですけど、単純に物性を計測
でき、重量とか丸さという意味では、やはり熱接合、
機械で作る方がクオリティとしてはより品質価値が
高いものができると思います。ただ、機械で作ると
いっても、設備自体を作ったりとか、あるいは製品
プロセスの管理とか、あるいは手縫いのボールはそ
の素材があれば出来てしまうんですけど、そういう
ものでもなく、熱接合のボールを作るための機械自
体がかなり技術的に大変なので、誰でもが作れると
いうことではありません。

関：なるほどですね。なお、ヘディングガイドライン
との関係で、FIFA と具体的にこういった取組を行っ
ているというものは、無いという理解でよろしいで
すかね？
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椙浦：そうですね。ボールブランドとヘディングガイ
ドラインのための活動ということでは、吸水率の厳
格化とか、ユースフットボール、特に若年層に対し
て適切なボールを作るということはあります。けれ
ども、このヘディングガイドラインのためのボール、
あるいはそれの追加措置といったことは、現状では
ありません。

関：ヘディングとの関係で言うと、やはり「重さ」と
か「衝撃」といった、先ほどお話に出た品質が問題
となるのかなと思うんですが、その規格は、何か科
学的な根拠をもとに製作されて、規格を作ってい
らっしゃるということなんでしょうか。

椙浦：もともとは、科学的な見地というよりは、
1990 年代後半、一般的に流通されていたものを集
約して、サイズ、規格を設けたというところがあり
ます。経験値からくるものの方が多い。その上で、

技術の発達によって、以前は手で作っていたという
こともあって誤差が大きかったものを、素材や技術
の発展によって、よりその許容範囲を、小さくする
ことが出来た。ボールの品質が結果、安全にも寄与
していると捉えています。

関：ありがとうございます。私から先んじていろいろ
ご質問をさせていただきました。
モルテンの椙浦さん宛てには、本郷さんから

チャットが届いていますので読み上げます。「これ
はご質問ではなく、単なる雑談としてなのですが、
モルテンさんに『ソフトタッチ』というものが備品
にあって、そちらのほうがプレーしやすくて取り合
いになった思い出がある』という話が書かれていま
すので、モルテンさんに捧げたいと思います。

椙浦：ありがとうございます。いいボールです！

＜パネルディスカッション＞

「安全・安心なサッカーのために
～ JFA「育成年代でのヘディング習得のためのガイドライン」を中心に～」

①　育成年代におけるガイドラインの浸透度

関：それでは、皆さんからご質問いただいた点も踏ま
えて話を進めていきたいと思います。
最初に、中山さんから先ほどお話がございました

ように、ヘディングガイドラインをもっと広めてい
くことに力を入れて行く必要があるというお話があ
りましたが、では、現場でどのぐらいガイドライン
が浸透しているのかとか、現場でどういう指導をな
されているのかというところをお伺いしたいなと
思っているんですが、今日お越しの中で指導者の方、
いらっしゃいますでしょうか？
山田さん、いらっしゃいますか？　山田さんはス

フィーダ BFC 所属でいらっしゃるということです
が、現場でどういう風なヘディングの教え方をされ
ていますか？

山田：はい、過去に小学生の指導をしておりましたが、
その時はヘディングガイドラインというのはなかっ

たのですが、個人的に興味がありました。イングラ
ンドの FAから、ヘディング 1000 回すると交通事
故に遭ったのと一緒だよという記事が出たりとか、
そんな時期でもあったので、私自身は子どもに対し
て、小学校 6年生までヘディングの練習をさせませ
んでした。一方で、私の長男がサッカーをやるので
すが、ヘディングのリフティングを小学校 1年生で
も 2年生も 3年生でも、練習の中に取り入れるとい
うことがあって、ひとりの親として、これ、良いの
かなという疑問がありました。ですので、ガイドラ
インができたということ自体がものすごく安心感が
あります。ただ、これを作られた過程ですごく苦労
されて悩まれたと思います。一方でC級指導者の立
場からは、エビデンスがあるのと言いたくなるのは
すごくわかります。
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②　「医・科学者とサッカー指導者との
 横断的プロジェクト」とは？

関：まず、ガイドライン制定時の議論と、事後の反応
については、先ほども中山さんからお話いただきま
した。その中で、医・科学者とサッカー指導者との
横断的なプロジェクトという話があったと思います。
こちらについて、ご質問も頂戴しているところです
ので、この点について中山さんの方でお話いただく
ことはできますでしょうか？

中山：はい、横断的プロジェクトという言い方をして
いますが、どういうメンバーで検討したかというと、
基本的には JFAに関わっているスポーツ医学の先生
方、整形外科、内科医、脳外科の先生方、あとはた
くさんの現場のコーチの中からのメンバー。それと
フィジカルコーチの立場の者、それと町の小さいク
ラブで、ボランティアで指導している方、長く JFA
の中で育成とか女子のサッカーに関わってきている
者。あとは、スポーツ科学の研究者でコーチもやっ
ている者。そういったヘディングガイドラインに関
わるであろうと思われる JFA 内の 5、6 人のメン
バーを中心にして、その人たちの個人的な繋がりも
含めて、いろんな情報を収集しました。何回か集ま
りながら、中身を具体的に決めて行ったというのが、
横断的なプロジェクトの形成になります。もちろん
最終的に公表するまでの間には、スポーツ医学委員
会、あるいは技術委員会という組織があるので、そ
ういったところにと原案を出し、それを見ていただ
いて、さまざまな意見をいただく中で修正をしまし
た。JFA内の役員のミーティングとか、あるいは理
事会とかでもしっかりといろいろとご意見をいただ
く中で、最終的に第一版という形で公表したという
のが、我々の取り組みです。

関：ヘディングガイドラインをつくるその前提として、
プロジェクトがあったということですね。

中山：そうですね。先ほども少しお話ししましたが、
イングランドでガイドラインが出てきたということ
に対して、JFAに対する問い合わせというのが結構
多くなってきた中で、最初は事務局で検討するとい
う形でした。しかしながら、医学委員会の方も、お
医者さんの立場で発信してもなかなか指導者に伝わ

らないというようなこともあったので、技術委員会
がまず主導になって少し検討してほしいとなりまし
た。先ほどお話ししましたが、最初から禁止という
方向性ではなくて、リスクがあるので、制限は必要
だろうという所からスタートして進めていったとい
うことです。

関：そのプロジェクトにお集まりの方々は、非常に幅
広いメンバーの方がお集まりなのかなと。一堂に会
して議論しているというカタチではないのかもしれ
ませんが、どういう議論がなされているのかについ
ては、特に親御さん、子供さんを持つ親の立場から
すると、非常に関心があるのではないかと思います。
その議論の内容は、どこかで今後オープンにすると
いう発想は、今のところはまだ無いという感じです
か？

中山：そうですね。特にオープンにするためにきち
んと議事録を取った訳ではありません。コロナの関
係もあり、オンラインでの会議が多くて、オンライ
ンを通してそれぞれの専門の立場からヘディングの
リスクをどう感じているか、実際どれくらいリスク
があるのだろうかを議論しました。あるいは最終的
にどのように周知させてったらいいのか。ヘディン
グでボールが頭に当たるリスクをあまり気にせずに、
大人になった時にちゃんとヘディングができなくて
大きな怪我をしてしまうというようなリスクを除い
てあげるということを、もうちょっとしっかりと発
信した方がいいんじゃないかというような話はやっ
ぱり多かったです。僕らはお医者さんではないので、
どんな病気になってしまうのか、どんな疾病が起こっ
ているのかということに対して何ら意見も言えませ
ん。僕らは大人になったときのヘディングの技術を
どうやったら身につけられるのか、出来るだけヘディ
ングをたくさんしないような形で、でもヘディング
が上手になることは忘れずにトレーニングしていく
ということを、どうやって伝えていくか、こういっ
たところが議論の中心だったと思っています。

③　ガイドラインに関する医的な議論

関：その議論が起こり始めたのは、先ほどの話だと、
イギリスの方でルール化がされた時が発端なので
しょうか？
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中山：だいぶ前から「ヘディングは危ないんじゃない
か」という話は出ていたというお話もありましたが、
我々もサッカーを長くやってきて、頭にボールが当
たって痛い思いもしてるし、爽快感を味わっている
ということももちろんあります。FAがヘディング
ガイドラインを出すまでは、重大な危機感はあまり
なかったです。

関：今回いただいているご質問の中で、北原さんの質
問をご紹介させていただきます。

北原：「くも膜嚢胞」を持つお子さんがかなりいらっ
しゃると聞きますが、このことへの対応については、
JFAさんとしては、どのように考えていらっしゃる
のでしょうか？

中山：これも私は専門家ではないので、このことにつ
いては、これを考える初期の段階から、脳外科の先
生から説明をお受けしています。正しい言い方かど
うかは分からないですが、子供たちのヘディングを
禁止しなければいけないという状況ではないと我々
は判断しました。そういうことで始めています。こ
の問題については、JFAの中でも認識はしています。
それを踏まえた上でガイドラインを作っているとい
うのは間違いないです。このことについて無視して
いるわけではなくて、このこともしっかりと話題と
して入っている中で、このガイドラインが作られて
いると理解していただけたらいいと思います。

関：わかりました。ありがとうございます。今日、医
師の先生でお越しの方っていらっしゃいますか？
ちょっと話題が医的な方面に行っているように思い
ますので。医師の安藤先生、いらっしゃいますか？

安藤：こんにちは。

関：安藤先生、今までのお話を受けてですね。何かコ
メントございましたら。ご質問でもご意見でもお願
いいたします。

安藤：はい、JFA に所属するドクターの中でいろい
ろと議論されているので、私が言うまでもないと思
いますが、ガイドラインを拝見しまして大変勉強に
なりました。私自身、もともと消化器科で、整形外

科でも脳外科でも無いので、必ずしも全てを理解し
ているわけではないんですけれども。このガイドラ
インを見て、特にサマリーのところでよく書いてあ
ると思うんです。いくつかそのまま読みますと「頭
同士、肘、転倒などの衝撃の怪我のリスクがある」。
今日はボールの話もありましたけれども、ヘディン
グのリスクってボール以外にも、相手の頭や肘、あ
るいはゴールポストにぶつかるところにもあるんだ
よねっていうところは、周知する必要があると思い
ます。指導者はそれに伴う頭部への打撃や、脳震盪
であったり、そういったことを心配しなければいけ
ない。現場に居る指導者というのは、アクシデント
が起きた時にどういった対応をしなければいけない
のかというのは充分に理解していただく必要がある
と思います。この「頭部外傷 10 か条の提言」（日
本臨床スポーツ医学会発行）は、今日いらっしゃる
方はほとんどの方がもしかしたらご存知かもしれま
せんけれども、これは医者向けの話ではなくて、現
場に立つ指導者のみなさんが全員知っておくべき内
容です。頭に衝撃があった時に、脳震盪かもしれな
いって、どうやって判断するのだろうっていう根拠
になるので、ぜひ皆さんに知っていただきたいと思
います。今回、子供たちの安全なサッカーあるい
は安全なスポーツのためということを考えていま
すが、きっちりと勉強して頂くことが大切でして、
JFA ガイドラインのサマリーの最後に書いてある
「脳震盪への対応について啓発を強化する必要があ
る」というのはまさにその通りだと思います。
あとは、「コーディネーションの発達、技術習得

の観点から、幼児期からのヘディング技術習得のト
レーニングや指導が必要である」とあるところは、
ちょっと疑問に思ったのは、「では、幼児期にヘ
ディングをするのが良いのか」という点です。先ほ
ど中山先生も触れてましたし、ガイドラインに元代
表選手のインタビューとして、「サッカー以外の競
技」をやっていたのは役に立ったと書いてあります。
サッカーばかりやって専門性を高めるよりは、むし
ろ、ジャンプ系の競技ですね、バレーボールだった
り、バスケットであったり、ハンドボールだったり、
そういったものをトレーニングに取り入れて、中学
生、高校生になってから、ヘディングを練習した時
に、上達に繋がるっていう方向性というのも、皆さ
んに考えていただけたら良いのではないかと思って
います。



95游 ASOBI  2022 April

安全で安心なスポーツのために Ⅳ

④　海外のヘディング規制

関：ありがとうございます。
では、海外の話について、本郷さんのご質問を取

り上げたいと思います。「中山さんのご説明で JFA
のガイドラインを『正しく恐れて正しい技術を身に
付けよう』と理解したのですが、UEFA やアメリ
カの研究事例を踏まえて、それらの国ではどのよう
な方向で対策が取られようとしているのでしょう
か？」ということです。
これは、先ほどのお話にあったところを踏まえる

と、アメリカのサッカー協会では、10歳以下につ
いてはヘディング禁止だけれども、それはペナル
ティが無いという話でしたね。FAの方では、2020
年にガイドラインが改定されて 11歳以下は、原則、
練習・試合共にヘディングが禁止で、段階的に制限
が解除されていく。そのような理解をしております
ので、その他の協会がどうなっているのかというと
ころについて、石堂先生からコメントをいただけれ
ばと思います。

石堂：新聞報道とかでしか知らないのですが、やはり
英語圏は議論が進んでいて、カナダとかニュージー
ランドとかオーストラリアも検討に入っているとい
う話は新聞に出ていましたが、まだ禁止というとこ
ろまでは、私は確認していません。

関：FA でガイドラインが改定されて、このように定
められたことで、日本同様インパクトとしては非常
に大きいものがあったと理解はしております。

石堂：UEFAもガイドラインを出しましたので、同じ
ような方向で検討して行っているのではないかなと
思います。

関：ありがとうございます。石堂先生も法学者でい
らっしゃる。私も弁護士なんですけども、この「ペ
ナルティがない」ガイドラインという形での規制は、
実効性を高めることが非常に難しいと思います。こ
のあたりについては、石堂先生ご自身としては、今
日のお話を踏まえて頂いて、どういった方向での規
制が望ましいと考えていらっしゃるか、個人的なご
意見ございましたら、ぜひお願いいたします。

石堂：日本のガイドラインもそうですけれども、バー
ジョン 1ということで、彼らも多分、まずは実験的
に啓発して行くという段階が必要ということでしょ
う。ですから、いきなり「明日からヘディングは
やっちゃダメです」というような乱暴なことは、多
分しないと思うのです。まずはサッカーをされてい
るお子さん、それから親御さん、それから先ほどス
キルの話もありましたけども、学校の体育の授業な
んかで、適切なボールを使う。偶然当たることもあ
ると思いますけど、まずはそういう事象があり、危
険はあるんだというところを啓発していくというこ
とが必要なのかなと思います。

関：最近のニュースで、9 月 26 日ですから 1 ヶ月
ちょっと前ですけれども、英国サッカー協会とイン
グランドプレミアリーグが合意して、「強力なヘディ
ングを週 10回までに制限する」。これ、大人の話で
す。大人の、プロ中のプロの話です。強力なヘディ
ングとは何なのかというと、定義としては 35m以
上のパスを受けた後のものが対象になっているよう
です。で、「週 10 回までに制限する」ということ
なのですが、石堂先生、これは「試合のみ」なので
しょうか。「練習も」なんですかね。

石堂：基本的に練習ですね。試合は別にヘディングを
禁止していない。練習の制限ですね。

関：それはそうですよね。それに対して、トッテナム
ホットスパーのヌーノ監督が、「選手が何回ヘディ
ングしたかなんて数えていない」と言って、「新
ルールを無視したことを告白した」ことがニュース
になりました。記者会見で、「セットプレーの守備
は制限下でどうやって改善していくんですか」とい
う意地悪な質問をマスコミからされ、これに対して、
ヌーノ監督は、「だからこそ誰の目もないところで
トレーニングをしているんだ」と答えてしまいまし
た。「サッカーはジャンプやヘディングをしたりす
るものなのでゲームの一部なんだ、なので練習しな
いわけにいかない。」と答えました。

石堂：イギリスの新聞各社が取り上げて、やはり問題
視していますね。それで、プレミアリーグもこの件
について調査に入るという報道がされていましたの
で、まあ、処分が出るかどうなのか、ちょっとわか
りませんけれども、注目を集めていると思います。
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関：そうなのですか。そもそも、この 35m以上のパ
スを受けたヘディングについて取り締まる必要性に
ついてのエビデンスがはっきりしないために、守ろ
うとしていないのではないかと思うんですよね。こ
れを取り締まることに、合理性があるのかという議
論や、どういう議論が中であるのかなというところ
は、何かあればご紹介をいただければと思います。

石堂：一応、FAは調査をしました。リヴァプールだ
とか、練習で衝撃度を測って、35mだとか、フリー
キックからの衝撃度は、ボクシングとかの平均的な
衝撃度に非常に近い値が出てきました。

関：これはプロに規制をかけていますけど、アマも、
すべての方に適用されるという趣旨ですかね？

石堂：おそらくお子さんの危険度も少しあったのです
が、やはり衝撃度から行くと大人の方が強いので、
こちらのほうを規制してきているということじゃな
いかなと思います。

⑤ 　海外のヘディング規制を受けての日本
での動き

関：中山さんにお伺いしたいんですけれども、このあ
たりについては、何か日本での動きがあるのでしょ
うか？ 35m以上のパスを受けたヘディング禁止な
どといった制限をかけようというお話について。

中山：いや、特に具体的にそういう議論はないです
ね。ただ、小学校の、先ほど言いましたように、全
日本少年サッカー大会のヘディングのシーンは、大
概キーパーのロングキックだとかディフェンダーの
ロングボールをセンターバックが跳ね返すみたいな
ことが多くて。そこの選手たちが中心的にヘディン
グしなきゃいけない状況になっているっていうのは、
あるだろうなというふうに思います。Jリーグなん
かの試合のウォーミングアップとか見てもらえばわ
かると思いますが、大概センターバックとかあの辺
のポジションの人は、試合前、何本も何本もヘディ
ングして、それから調子整えてゲームに入るみたい
な感じ。彼らのヘディング、ボールが頭に当たる回
数というのは、普通の人よりは間違いなく多い。こ
れに対してどう考えるかですけど、日本の場合はま

だそこに対して何らかの規制をしようとかという話
は、私の方ではそこまで把握していません。

関：「ヘディングをするな」という話だと、「試合中に
ファールを取る」ということになるんでしょうか
ね？　例えば、試合中に 10回ヘディングした場合
に、これはどうなってしまうんでしょうか？ペナル
ティがないルールっていうことなんですよね、これ
は。

中山：おそらくそうなんだと思いますけどね。「強い
強制力をもってではない。ただ、やはり危険だとい
うことを強く言いたい」っていうことだろうと思い
ます。

⑥　頭部の衝撃を緩和するボールの可能性

関：今日はモルテン椙浦さんにお越しいただいていま
すので、ボールについて詳しいお話をお伺いできま
した。ヘディングを育成年代で禁止しないという前
提に立った時に、では、「ボール」について、可能
性としてどこまでできるのだろうかという点をお伺
いしたいと思います。そもそも、中学一年生ごろの
年齢向けのヘディング練習用ボールは、今現在発売
されていたり、推奨していたりするものはあるんで
しょうか？

椙浦：ヘディングの技術習得という観点では、いわゆ
る「テッサー」と言ってるんですけど、通常の 5号
球で、製品化している物はあります。正しい位置に
ボールを当てる、ボールを捉えるというためのもの
ですね。頭部の衝撃も、頭頂に当てるとかではなく
て、やはり正しい位置に当てるということも大事だ
と考えていますので、そういったヘディングの練習
ボールというものがございます。

関：ありがとうございます。ヘディングの練習に最適
というのは、このヘディングという技術を習得する
のに最適という趣旨なんですね。

椙浦：そうですね。正しく頭で、額でとらえるという
技術習得に最適ということです。

関：ボールの材質として、ヘディングがこれだけ危険
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かもしれないと言われている中で、どこまで現状可
能なのかというところについて、現実の製品可能性
はとりあえず措くとして、お伺いできればありがた
いと思うんですが。

椙浦：これは私個人の経験からコメントさせていただ
きたいんですが、出来るは出来ると思います。ただ、
例えば、それがボールの重量、サイズなんかもそう
なんですけど、実際試合で使うための練習であった
りとか技術習得だったりするので、試合の時のボー
ルと仕様が大きく異なることになると、これもまた
広がりが限定的になるのかなと思います。あとは
ボールが危ないということも一部あると思いますが、
先ほど医師の安藤先生がおっしゃっていたように、
「頭部同士の接触、衝撃」の方がやはり危険もあり
ます。あるいはきちんと競るということを憶えてい
ないままプレーをした時に、大きな怪我をすると
いうリスクがある。私自身も小学生年代を指導して
いたりとか、自身の子供が実際、頭同士でぶつかっ
て病院に行った後に嘔吐して救急車で運ばれる、と
いう個人的な経験もあるので、そういったところの
ケアは非常に重要と認識しています。ガイドライン
の 6項にもあるとおり、「ボールのサイズ」そのも
のを変えていく、そういったところの議論も必要に
なってくると思います。そうすると、実際に重量が
軽いものでプレーをするので、安全性に加えて、あ
とは、技術の習得の上でも、やはり成長に合ったも
のを使うということが大事になってくると思います。

関：中山さんのお話の中で、ペンデルボールが最近見
なくなったっていう話をお伺いしました。ペンデル
ボールについては、生産量としても減っているんで
すかね。あまり使わないですかね？

椙浦：そうですね。確かに昔はみんなやったなあって
いう記憶はありますけどね。

関：そうですよね。

⑦　「ヘディングの良し悪し」と、脳への衝
撃の関係性

関：今、大河原さんからチャットで質問が来ています。
良い質問です。

「自分として、これは良いヘディングだと思った
時に、この選手の実感と脳へのダメージっていうの
は、合ってるのでしょうか」という質問がありまし
た。
これは誰に、お伺いすればよいでしょうか、中山

さんよろしいですか？

中山：うちで今、ヘディングを学生のサッカー選手に
やらせていて、でその時に一緒にマウスピースを嚙
ませて、どれだけ頭に衝撃を受けているかという
データを取っているんですけど、いいヘディングで
ボールが強く飛ぶ時は、当たり前ですけどその反作
用で、頭の衝撃は大きい。強いボールが行くという
ことは、その分強い衝撃を受けているということで
すよね。ヘディングで、ミスしてちょこっとしか当
たらないとか、変なところに当たってボールが全然
飛ばないということは、頭の衝撃も小さい。下手だ
からということと、衝撃の大きさというのは、別に
考えなきゃいけないような感じはします。当たる場
所が悪かったりとかで痛かったことが起こっている
かなという感じです。どういうふうに当たったら衝
撃が強くて悪いのかということはなかなか分からな
い。でも間違いないのは、不意にボールが当たった
ら、間違いなく衝撃が大きいので、意図的に向かっ
て行った時に、当たり所が悪かったり、当たった場
所によって痛さが違ったりとか、鼻に当たったらも
う大変なことになる。脳天に当たったら痛いという
こともあるので、これも単純に、あまり上手じゃな
いから衝撃が大きい、ともなかなか言い切れない。

関：非常に勉強になりました。「どういうヘディング
だと衝撃が大きいのか」という論点があるんですね。
これも物理的な情報収集のキーポイントになるかと
認識致しました。ありがとうございます。大河原さ
んもありがとうございます。

⑧　ボールの空気圧と、ガイドライン

関：今、山田さんからも質問がきました。これも良い
ご質問ですのでご紹介します。
「ボール自体の機能や素材の議論もありますが、

現場ではカチカチのボールでプレーしている子がた
くさんいますし、指導者も空気圧を全然気にしてい
ない。この点についてコントロールすることが考え
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られるのではないか」という点です。
確かにそうかもしれませんね。この点、椙浦さん

にお伺いさせていただきますが、「ボールを購入す
るときに。表示はどこまでコントロールされている
のか」という点については、いかがでしょうか？

椙浦：はい。ボールの素材や安全性みたいなところの
表示義務ということですと、原産国表示であった
り、あるいはその内圧ですね。原産国に関しては原
則として義務となっているんですが、例えば内圧に
しても、そのほか素材にしても、表示することは義
務ではないので、表示でもって安全性を示している
といったことは、ほとんどのボールブランドではな
いのではないかと思います。ただ、我々部会レベル
の議論の中では、素材だったり構造だったり、そう
いったものが安全性をより担保することに繋がるの
ではという議論自体はあります。先ほどからお話に
上っている「衝撃」という意味では、やはり「重
量」が最も影響するのですが、球技においてボール
のサイズと重量を変更するのは、本当に大きなこと
なのです。規格として変わってしまったら、それ以
降、前の規格のものは、ほとんど用をなさなくなっ
てしまいます。非常に大掛かりなことではあるんで
す。ただ、安全というものはより重要なので、議論
をしているというのは実はあります。どこまでの実
現性があるかというと、今の段階では、なかなか私
自身もまだまだわからないところです。

関：適切な空気圧とか表示義務がないというのは、監
督官庁とかそもそも無いですよね。

椙浦：そうですね。ただ、ちょうど私もおとといぐら
いに、FIFA の会議後のアンケートとか来たので答
えるところだったんですけど、テストする時の適正
空気圧というのはあるんですね。空気圧の幅があっ
て、そのうちどの空気圧でテストした時に正しい値
になるようにというのもあります。あとは、例えば
JFA さんの多くの大会とかでは、ボールの指定と
空気圧の記載もある。実践的という意味では、そう
いった圧力で練習するというのがふさわしいかなと
思います。

関：簡単に測れる機械はあるんですか？

椙浦：あります。空気圧計というのがありまして、デ

ジタル表示のものとマニュアルで針があるものもあ
るんですけど、デジタルのものはかなり正確に出る
ので、それで測っています。ただ、多くの小学校、
中学校などでは、実はより低い空気圧でプレーして
いることのほうが多かったりします。Jリーグなど
は、用具を管理する係が 2日に一度ほど空気をきち
んと入れてボールを管理しています。

関：今の空気圧の点というのは、ガイドラインの方に
は記載されているんでしょうか。

中山：空気圧は、このガイドラインにはおそらくな
かったですね。

関：「重量」はありますが、もう一つ、「空気圧」も重
要だよというところがあるのかもしれませんね。
今、追加で質問を頂戴しています。中塚先生、こ

れはご自身でよろしいですか。

中塚：はい。書かせてもらったこととは別なんですが、
今の空気圧のことで。最近感じるのは、特に審判が
空気をキンキンに入れて試合に臨むようなケースで
す。普通の高校の大会でも、試合開始時にもうキン
キンに入っているんですよね。こんなキンキンの
ボールは、例えばウチの学校のような土の硬いグラ
ンドに本当に馴染むのかな。そんなことを思いなが
らゲームに臨んでいます。

⑨　少年サッカーでのヘディング指導法

中塚：先ほどチャットに書かせてもらったのは、ヘ
ディングの指導についての話になってきたので、こ
んなこともできるのではないかという私案です。私
はいまは高校生の指導をしていますが、かつて中山
さんらと一緒に少年サッカーの指導もしていました。
当然ヘディングの指導もします。ただ、それはヘ
ディング動作の習得というよりも、まずは正しいと
ころにボールを当てるということです。ミートポイ
ントを探すために、まずは「ボール乗せ」をします。
ボールをおでこに乗せ、膝でうまいことコントロー
ルしながら落とさないようにする。Coordination
のトレーニングですね。そういう遊びをやっていま
した。体育の授業ですと柔らかくて軽いバレーボー
ルもあるので、それを使ってボール乗せをして、そ
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の場でのボール突き、あるいはバレーボールのオー
バーハンドのトスとヘディングを組み合わせて続け
てみる。キャッチもあり。そういう遊びをやりなが
ら、正しいところ、「髪の毛の生え際の辺り」と表
現していますが、そこでボールをとらえる「ヘディ
ングごっこ」をするわけです。そして 2人組で、投
げてもらったボールをヘディングで返す。手を前に
出してぐっと引き戻し、体全体を使ってのヘディ
ング。あるいはほんのちょっと上に投げてもらい、
ジャンプして落ちながらボールを捉える。このよう
なことをバレーボールを使って行います。こういう
ことなら、いまあるボールを使っていろんなところ
で安全にできるのではと思います。少年サッカーで
もオススメです。

関：ありがとうございます。

⑩　むすびに

関：18 時が結びの時間になりますので、お三方から
一言ずつ、本日のお話を踏まえてこのテーマに関し
てお感じになられていることを一言ずついただけれ
ばと思います。まず椙浦さんからよろしいでしょう
か？

椙浦：はい、今日はボールについて話をする機会をい
ただきまして、ありがとうございます。やはりフッ
トボールを普及させる上での安全の重要性というの
は、これから続いて行くと思うので、我々としては、
より安全かつ魅力のあるフットボールに対してどう
いったことができるかを、引き続き考えながらもの
を作っていく、そして、それをきちんと説明してい
く。こういった機会も積極的に今後もいただきなが
ら、考えている方向性をお伝えできればなあと改め
て感じました。ありがとうございました。

関：では次に石堂先生からお願いできますでしょうか。

石堂：本日はどうもありがとうございました。こう
いった話をいただきまして、本当に感謝申し上げま
す。どちらかというと、私は、あの規制の側になる
のかもしれないんですけれども、前も一回こういう
シンポジウムをやらせていただいたので、指導者の
方のお気持ちやお考えはよく理解しています。将来

を考え、ヘディングの練習した方がいいんじゃない
かという気持ちは私も理解しております。ただ、私
の大学のサッカー部の学生さんとヘディングについ
て話をした機会がありますが、これはポジションに
もよるんですけれども、ほとんどヘディングした経
験がない学生さんもいます。ヘディングそのものが
上手く出来ないし、それについて困っているわけで
もないと。ヘディング練習をする学生さんでも、も
うヘディングはやりたくないというようなことも
言っている人もいます。ですから、子どもたちの気
持ちや彼らの将来をどう考えていくのかという長期
的な視点が必要になってくると思います。彼らの多
くはプロになるわけではない。個人的には、サッ
カーが好きな子どもたちは社会人としても長くサッ
カーを楽しめる人たちでいてほしいと思いますが、
残念なことに大学でやめてしまう子も結構います。
指導者の方の熱意は分かるのですが、まずは、子ど
もたちの健康や将来を考えた指導を考えていって欲
しいと願っております。確かに、大会での勝利も大
切だと思いますが、最近、野球でも球数制限が導入
されてきていますように、選手の健康状態をみなが
らの指導が重視されてきています。例えば、サッ
カーでも日々の練習において個々の選手のヘディン
グ回数を記録して、年間、どのくらいその選手がヘ
ディングを行ったのかということを記録してみては
どうでしょうか。記録をとることで、過度な練習に
なっていないか、チェックすることができるのでは
ないでしょうか。
本日はどうもありがとうございました。

関：ありがとうございました。今後もいろいろご教示
を頂戴できればと思います。
むすびに、中山先生から、本日のお話を踏まえて

一言をいただければと存じます。

中山：はい、貴重な機会をいただきましてありがとう
ございました。指摘されているとおり、JFAは公表
しただけで、後のフォローが全くないというのはよ
く言われていますので、この件に関してはしっかり
とフォローしつつ、しっかりとエビデンスも揃えつ
つ、改定していけたらいいかなと思っています。や
はり大事なのは、何度も言ってますし、さっき安藤
先生も言ってましたけれど、ヘディングを一回する
衝撃は、おそらくそんなに大したことないんだろう、
ただ、それをたくさん積み重ねた結果、大きな問題
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が起きるぞという認識は、今、正しいと思っていま
す。一回のヘディングがどうのこうのということの
心配よりも、それを出来るだけ積み重ね無いように
配慮することがすごく大事なこと。それとヘディ
ングをしようとする時に、それに伴って頭がぶつ
かったりとか、体の動きが悪いが故にとか、ヘディ
ングの技術がちゃんとないが故に、重大な危険がそ
こに潜んでいるということを、私たちは決して忘れ
てはいけないと思っています。で、あとはもう本当
に先ほど言いましたように、ただ呑気にヘディング
を繰り返し練習させることだけでは、ヘディングの
技術の上達にはならないという「指導者の感度」と
いったものも、しっかりと高めていくということを、
我々がしっかりと情報発信して行く必要があるん
じゃないかなと思っています。いずれしても、いろ
んなご意見いただいて、皆さんで日本のサッカーの
環境を良くしていけたらいいかなと思ってますので、
また機会がありましたら宜しくお願いしたいと思い
ます。ありがとうございました。

関：ありがとうございました。中山さんからお話いた
だいたとおりですね、本当に皆さんで考えていきた
い、日本サッカー 100 周年 を契機に、日本のサッ

カーの環境を良くして行ければと思っております。
今日のお話を今後に繋げていきたいと思いますので、
サロン 2002 も引き続き取り組んでいきたいと思い
ます。本日はどうもありがとうございました。中塚
先生にお戻しさせていただきます。

中塚：コーディネーターの関さん、そして 3人の演者
の皆さん、どうもありがとうございます。非常に貴
重な御示唆をいただきました。関さんが最後に言わ
れた通り、JFA100 周年を機に、みなで連携を図り
ながら、よりよい方向を探っていきたいと思います。
いろんな視点、危険が内在していることがわかり

ました。おそらくヘディングだけではありません。
だからと言って、ただビビっているだけではダメで、
より良くしていく方法を探る。その切り口がいろい
ろあるということも見えてきたと思います。
今日は進行役だったのであまり話は出ませんでし

たが、関さんはゴールキーパーの安全についても問
題意識を持っています。このあたりも今後改めて取
り上げて行きたいと考えております。
また皆さんとお会いできることを願いつつ、この

場をお開きにしたいと思います。
（続きはオンライン懇親会）
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